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（１）自社の保有するスマートアイランドの実現に資する技術と実績等
技術の
分野

（２）（１）の技術を用いて解決する離島の課題のイメージ
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　弊社は、東北大学工学研究科北川尚美教授の開発した技術の社会実装を行う大学発スタートアップであり、
2018年6月に創立された。東北大学と共同で、下記の２つのスマートアイランド実現に資する技術開発に関わっ
ている。
１．環境調和型のバイオ液体燃料製造技術
　NEDOプロジェクト（H27-H30）として、種子島にて「イオン交換樹脂法による地域密着型バイオ燃料製造装置の
実用化研究」に取り組んだ（東北大と他会社と共同事業）。種子島は人口約3万人であり、廃食用油が月4000L
程度発生、これを回収している。既に、NPO法人にて、一般的なNaOHなどのアルカリを用いる製造法で、軽油代
替燃料となるバイオディーゼルに変換され、送迎車両の燃料として利用されていた。しかし、品質が悪くエンジン
トラブルが多発、新型のコモンレールエンジンでは利用できなかった。東北大のイオン交換樹脂法では、廃食用
油とアルコールを混合した原料を、樹脂を充填した反応器に通過させるだけの簡便な操作で高品質燃料を連続
製造できる。この技術に基づく実用装置を開発・導入し、ランニングコスト95円/L程度で製造でき、新型エンジン
でもトラブルなく走行できることなどを実証している。弊社は、さらに装置改良を行い、操作性の高い製造装置と
して完成させている。
２．未利用糖を原料とする機能性界面活性剤製造技術
　JSTプロジェクト（H29-R3）として、種子島にて「安全・安心なバイオマス由来界面活性剤の高効率製造プロセス
の開発」に取り組んでいる（新光糖業と東北大の共同事業）。製糖工場で発生する未利用糖の高付加価値化を
目指したものであり、弊社社長の加藤は、起業前は事業メンバーであり、装置の設計・製作を担っていた。この
界面活性剤は、前述のバイオ燃料となる脂肪酸エステルと糖を反応させることで合成されるが、現行法では多く
の課題がありコスト高で、高価な食品などに利用が限定されている。東北大のイオン交換樹脂法を用いること
で、温和な条件で連続製造できることから、経済性が高まり、化石燃料由来の界面活性剤の代替を推進できる。

　解決したい離島の課題は、可能な限り離島内でエネルギーや物質を循環させ、不安なく生活できる環境を整え
ることである。さらには、離島から優れた製品や技術を島外に向かって発信していけるようにしたい。
（１）で述べた2つの技術は、いずれも島内で得られる資源であるが、現状では付加価値の低いものを、高い価値
を持つ製品に変換するものである。また、日本の南西諸島など、製糖業が行われている離島に導入することで、
産業を拡大し、より大きな利益をもたらすことができる技術である。
　ただし、残念ながら、現状では技術導入のためのリソース（人材、設備、資金）がない。弊社は、東北大発のス
タートアップであり、イオン交換樹脂法を用い、用途に応じた様々な装置の基本設計や技術指導を行っており、
装置の製作や運転は離島の人材と協働で取り組みたいと考えている。そのためには、現地の担い手確保と人材
育成が重要となる。
　この技術は、島のエネルギーや交通分野のCO2排出量削減に貢献、環境や教育への効果も高く、新たな産業
となり人材育成にもつながる。イオン交換樹脂法による製造装置は、海外からも導入希望が多く、技術拠点とし
ての離島の存在を世界に向けて発信できる。
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